
太地町は、2006年に「過去・現在・未来くじらに関わり続けていく」と宣言しました。

400年以上前からくじらと関わり続け、時代とともにくじらとの関わり方も変化していくと

考えており、くじらとの関わり方を見据えたまちづくりを実践しています。

過去・・・「鯨一頭、七浦潤す」くじらを捕ることにより栄えた歴史

現在・・・くじらを捕ることに加え、見せること＝観光による町おこし

未来・・・くじらを学術的に活かすことによる町おこし

30年という長い期間をかけ、まち全体をくじらの学術研究都市にしていく構想について

ご紹介いたします。

主催：
和歌山大学観光学部
太地町

本件に関する問い合わせ先：
和歌山大学観光学部 観光実践教育サポートオフィス
〒640-8510 和歌山市栄谷930
TEL/FAX 073-457-8553 E-mail tourism-er@ml.wakayama-u.ac.jp

わかやま×観光展

過去・現在・未来
くじらに関わり続ける町

太地

セミナー：

「過去・現在・未来くじらに関わり続ける町
太地」

講師：太地町役場総務課 和⽥正希氏

日時：2019年10月7日（月）16:30～18:00

会場：和歌山大学西4号館 T-101教室

※太地町のまちづくりについてご紹介いたします。
多くのご来聴をお待ちしております！

展示期間＆会場：

×

2019年

10月1日（火）9時～
31日（木）15時

和歌山大学 西4号館
多目的スペース

開館時間： 平日 9:00～18:00
＊土・日・祝日は閉館


